　大学卒業後、１９８５年に、岡山の民間放送局、テレビせとうち（株）に入社して、報道機関に勤務する。その間、仕事柄、政治に関心を持つようになり、昂じて政治学への興味を強くして東京大学大学院（修士課程）に進んで本格的に政治学を学ぶ。
　このような経緯から、研究をさらに深める意味で、千葉大学大学院（博士課程）では東京都政の研究に携わり、０５年、同学から学位（博士法学）を得る。その上で、大学教育に携わることになって、09年、島根県立大学に赴任した。ここでは、総合政策学部や地域政策学部の教育研究に携わる傍ら、島根県明るい選挙推進活動（明推協）にも関わり、最近ではさらに総務省主権者教育にも携わって、本年度で５年目を迎える。
　これらの活動では、島根県内はもとより、岐阜県、和歌山県、徳島県、鳥取県、岡山県、広島県、山口県、福岡県などの県庁、大学、高校を訪ね、「なぜ、選挙が必要なのか」、「そもそも選ぶという行為は、どのような意味を持っているのか」など、選挙における根源的な問題に対して衆参両院選挙での投票数値などを駆使して受講者に語る。
　振り返れば、かれこれ20年余、このような活動に関わって来たが、25年、同学名誉教授に就任してからは、非常勤講師として現在の日本政治を担当する傍ら、引き続き、総務省主権者教育や島根県明推協の活動にも携わる。特に、「政治とは？」、「多様な民意をまとめるには、どのような条件は必要か？」など、昨今、政治課題として浮上している、「政権交代と選挙制度のあり方（比例、中、小選挙区など）」についても、当日、受講者とともに実証的な体験を通じて、「選ぶことの意義」について深めている。みなさん、選挙の意味を一緒に考えて見ましょう。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
